
 

自治体で任意に個別事業の実績を把握することが望ましい。 
・ なお、任意に個別事業を選定する際は、各自治体の事業実施状況を踏まえ、可能な

限り、自治体の施策領域で少なくとも 1 つ、主要な個別事業を選定することが望ま

しい。 
 
②施策レベルの評価指標 

・ 市町村及び都道府県の計画体系に応じて、アウトカム指標を設定することが望まし

い。 
・ 施策レベルのアウトカム指標として、成果を段階的に把握する評価指標として、「認

知度→利用度→達成度（成果指標等）」を設定することが考えられる。ただし、実

務上、段階的に評価指標を設定し、把握することが困難な場合は、達成度（満足度

等）の評価指標を優先的に設定し、実績を把握することが望ましい。 
・ 達成度の評価指標は、各施策目標を基に評価指標案を作成しており、満足度等の利

用者の視点に立った評価指標と既存統計データを設定する方法が考えられる。可能

な限り、利用者の視点に立った評価指標と既存統計データの両方の実績を把握し、

点検・評価することが望ましい。 
・ 満足度等の利用者の視点に立った評価指標については、意識調査や利用者等に対す

るグループインタビュー等を通じて、実績を把握する方法が考えられる。また、既

存統計データについては、可能な限り、例示している既存統計データを参考として、

点検・評価を行うことが望ましい。 
・ なお、都道府県、市町村の間で、実施している事業内容や統計データの整備状況等

が異なることが想定されるため、別添資料の評価指標例のうち、都道府県、市町村

のいずれで設定、把握することが望ましいかを区別している。 
 
③計画全体の評価指標 

・ 計画全体のアウトカム指標は、意向度等の利用者の視点に立った評価指標と既存統

計データを設定する方法が考えられる。可能な限り、意向度等の利用者の視点に立

った評価指標と既存統計データの両方の実績を把握し、点検・評価することが望ま

しい。 
・ 男性の家事・育児関連時間のデータなど、これまで、地方公共団体では把握されて

いないデータも多く、都道府県や市町村単位で意識調査などを通じて把握すること

も考えられる。 
・ 計画全体のアウトカム指標としては、多様な主体の参画を得て、次世代育成支援対

策地域協議会などで設定していくことが重要である。国や都道府県が示す重点的な

理念や施策方針、自治体の総合計画等の施策方針、地域のニーズとして把握された

ものを合わせて考慮し、設定することが重要である。 
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